
◆開催日時： 平成２１年１０月９日(金)１４：２０～１５：４０

◆会 場：福岡合同庁舎 新館７階 海技試験場

(福岡市博多区博多駅東２丁目１１－１)

◆定員：５０名【先着順】
（製造業、運送業・倉庫業、サービス業、行政機関等）

◆プログラム

14:20 (第Ⅱ部)開会

14:20～14:45 事例報告「特殊海上タンクコンテナを利用した CO2 削減事業」

／講師：宇部マテリアルズ㈱【グリーン物流パートナーシップ推進事

業平成２０年度国土交通大臣表彰受賞】

カルシア関連事業部 山口販売部

販売第一課 主査 澁谷 健氏

14:45～15:35 講演「生産財物流の商慣行改善」

／講師：(財)流通システム開発センター 流通情報部

特別研究員 佐藤 聖氏

15:40 閉会

入入入場場場無無無料料料

第第第６６６回回回九九九州州州グググリリリーーーンンン物物物流流流パパパーーートトトナナナーーーシシシッッップププ推推推進進進協協協議議議会会会

～～～「「「グググリリリーーーンンン物物物流流流ののの先先先進進進事事事例例例」」」ととと「「「生生生産産産財財財物物物流流流ののの商商商慣慣慣行行行改改改善善善」」」

九州運輸局と九州経済産業局では、平成 17年 10月、「九州グリーン物流パートナーシップ
推進協議会」(会長：福岡大学商学部 村上 剛人教授)を設置し、九州地域における物流のグ

リーン化（環境負荷の小さい物流体系の構築）に努めているところです。

しかしながら、現下の経済情勢のもとで、荷主と物流事業者とが連携して運輸部門の CO2
を削減していくことは容易ではないばかりか、今後は「物流の商慣行改善」にまで踏み込ん

でいかないと運輸部門の CO2削減は難しいとも言われています。
そうした状況に鑑み、今回、第６回九州グリーン物流パートナーシップ推進協議会(10/9開催)
では、第Ⅱ部を「公開セミナー」とし、グリーン物流の取り組みとして、平成 20 年度国土
交通大臣表彰を受賞した宇部マテリアルズ㈱の優良事例の紹介や、「生産財物流の商慣行改

善」をテーマに(財)流通システム開発センター 佐藤特別研究員を講師にお迎えし、ご講演

をいただきます。多数の皆様のお越しを心よりお待ちしています。

(※第Ⅰ部は九州グリーン物流パートナーシップ推進協議会の委員のみの会議です。)

主催：

九州グリーン物流パートナーシップ推進協議会(九州運輸局、九州経済産業局)

(※お申し込みは裏面から)



第６回九州グリーン物流パートナーシップ推進協議会 第Ⅱ部 公開セミナー *参加申込書*

＊ お申し込みは、１ ０ /６ (火)までにお願い致します。

企業名・団体名等 業種：□製造業 □運送業・倉庫業 □サービス業 □行政・団体

□その他( )

住所・連絡先
〒

電話番号 FAX

参加者氏名・役職

氏 名 役 職

※参加証は発行しませんので、当日、直接、会場へお越しください。
※ご記入いただいた個人情報は、本セミナーでの受付や当局主催の催し物のご案内にのみ利用致します。

取組事業者 ： Japan Ecology Logistics(株)、宇部マテリアルズ(株)、(有)船元海運

平成18年度グリーン物流パートナーシップ「モデル事業」(補助率1/2)として実施。

◎事業費 ： ６１．６百万円 （国費 ： ３０．８百万円）

２００３年度の特殊バルクコンテナ（塊状の生石灰用）の開発に続き、水濡れ厳禁であ

る粉状の生石灰の輸送において、気密性の高い特殊海上タンクコンテナの開発により、

海上輸送へのモーダルシフトを実施。

【実施前：トラックによる陸上輸送 → 実施後：専用台船による海上輸送】

◎ CO2排出削減量 ３４７㌧／年 （５１２㌧／年 → １６５㌧／年（実績））

◎ CO2排出削減率 ６７．８％

参加申込先 FAX： 092-482-5959

九州経済産業局 流通・サービス産業課 宛

事例報告 概要 (「特殊海上タンクコンテナを利用した CO2 削減事業」)

【本件問い合わせ先】 九州運輸局 交通環境部物流課 久次・青柳 ℡０９２－４７２－３１５４

九州経済産業局 産業部流通・サービス産業課 友枝 ℡０９２－４８２－５４５５

講演 概要(「生産財物流の商慣行改善」)

【会場案内】

福岡合同庁舎 新館７階 海技試験場

(福岡市博多区博多駅東２丁目１１－１)

生産財の取引をめぐる売り手と買い手の間の発注方法（発注時期・発注単位・発注頻度

等）、輸配送方法（輸配送頻度・引渡し条件・時間指定・リードタイム・検収方法等）、

決済方法（検収期間・決済時期・手形比率等）に関する取り決めや慣行のあり方は、し

ばしばムダな物流コストや環境負荷の上昇をもたらします。経済不況下で一向に改善さ

れない生産財物流の商慣行の実態と将来方向について考えます。

(財)流通システム開発センター：東京都港区赤坂７－３－３７ プラース・カナダ 3階

JR 博多駅筑紫口から徒歩７分

地下鉄博多駅筑紫口から徒歩７分

博多駅筑紫口バス停から徒歩５分

駅東２丁目バス停から徒歩５分
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